
令和３年度 檜山支部活動報告 
 

はじめに  
本年度の会員は１８名でした。事務局体制としては、通常５名体制での運営ですが、異動

の関係で今年度は４名で事務局運営をしました。次年度からは５名に戻し運営をすすめて

いきます。 

 

会    長～皆川  一海(江差北中)  副 会 長～佐々木弘司(北檜山中) 

北部副事務局長～早田  知史(北檜山中) 

事 務 局 長～西村  将志(江 差 中) 
南部事務局長（兼任） 

 

研究大会について  
当初１２月に通常通りの研究大会の実施を模索しておりましたが、コロナ禍で集合形式

の研究会の開催が難しいと判断し、授業を事前に録画・配信を行い、Zoomにて２月２５日

（金）になんとか開催することができました。授業提供者は北檜山中学校早田知史教諭。 

中 1の器械運動（マット運動）の授業を行いました。ギガスクール構想を念頭に ICT機器

の有効的な活用方法を意識した授業作りに取り組んでいただきました。北檜山中学校は一

人一台端末としてタブレットではなく PCが支給ということで、さまざまな苦労が見られま

したが、生徒同士が映像を見ながらアドバイスをしあう授業であったというコメントが多

く寄せられていました。 

その他、事後研究の場では ICT 機器をどのように活用しているかの交流や新観点による

評価についての交流を行い、大変有意義な研究大会となりました。 

 

終わりに 

 檜山北部は新任４年以内の若手の先生ばかりとなっています。コロナの影響で会議など

もなく、なかなか先生方と交流をすることが難しいのが大きな課題です。 

今後もなんとか会員相互の親睦を図りつつ、それぞれの授業力向上を意識した活動を行

っていきたいと考えています。 


